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参加登録中間集計第3報

4月7日現在の登録総数は2551人(同伴者212人)とた

りまLた.上位11カ国の登録者数は以下の通りです.

()内は3月19目および2月17日現在.現在も毎日10

件位の申込が続いております.

日本:1090(1048,894)

米国:260(232,199)

旧ソ連:188(183,178)

中国:188(175,167)

フランス:91(76,66)

ドイツ:79(71,67)

イギリス:68(60,51)

インド:53(47,41)

オｰストラリア:48(37,35)

イタリア:47(35,25)

カナダ:40(33,25)

その他,韓国(16),台湾(22),東南アジアｰ中近東諸

国からは,フィリピン(5),ベトナム(7),マレｰシ

ア(2),インドネシア(10),イラン(30),イラク(5)

などとなっております.

第8回組織委員会開催

東京大学総合研究資料館で4月8日,第8回組織委員

会が行われ,各種準備状況の報告の後,3rdCircu1arの

内容が審議･了承され,あわせて資金計画や今後のスケ

ジュｰルたどについても検討されました.

3地Circ杣蹴の印刷と配布

3rdCircularの原稿が3月末に整い,現在印刷中で,

登録者には6月初旬に発送されます.未登録者には送り

ませんので,まだ登録してない方は至急手続きを済ませ

て下さい(登録方法は昨年12月号の本欄参照).

プログラム確定,印刷へ

プログラムが確定し,全ての発表者に各人のセッショ

ン名と発表日が,コソビｰナｰからハガキで通知されつ

つあります.6月のプログラム印刷に向けて,事務局で

編集作業が進められております.

鵬Cニュｰスの配布状況

IGCの準備状況はこの欄で毎月できるだけ詳しくお知

らせしておりますが,その要点を以下の学協会にも,ほ

ぼ2ケ月ごとに送っております.

日本地質学会,東京地学協会,石灰石鉱業協会,石油

技術協会,資源素材学会,土木学会,日本地学教育学

会,地震学会,日本測地学会,日本地形学連合,日本

粘土学会,日本地熱学会,日本岩石鉱物鉱床学会,日

本海洋学会,地学団体研究会(順不同)

これらは,その機関誌に工GCニュｰスを掲載すること

が,準備初期に了承された学協会です.

4月以降の主な予定

4月30目科学展示申込締切

5月上旬参加者へ,発表のセッション名･日程･オｰ

ラル/ポスタｰの区分たどを通知

6月3rdCircular発送,第9回組織委員会
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